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の

玉

こ

調

に

ム

や

獅

の

べ

垂

を

章

子

で

を
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ズ

窟

王

ジ

の

や

様

日

は

傅

な

大

た

窟

い

門

四

中

り

石

天

状

る

代

法

具

し

龍

寺

る

唐

研

る

る

廉

あ

時

究

忍

製

と

年

よ

と

冬

兪

虫

す

冬

を

れ

あ

暖

に

魏

光

こ

草

の

こ

る

つ

石

文

作

に

と

文

幡

る

草

代

ン

国

北

忍

　「

れ

ト

的

ン

見

に

に

あ

リ

ル

嬰

文

唐

徳

と

た

サ

代

国

幡

を

と

る

シ

シ

賛

様

草

太

す

プ

美

イ

に

本

特

私

ら

ツ

自

プ

Ｃ

飛

子

録

透

ル

覚

の

れ

り

虫

の

金

メ

で

グ

る

工

ヤ

ヤ

文
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文

子

る

ト

由

タ

字
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に
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さ
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釧
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天
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あ
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又
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と
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仏
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が
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